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子ども・子育て支援に関するニーズ調査 【就学前児童保護者用】 

ご記入にあたってのお願い 

① 特にことわりのある場合以外は、宛名ラベルに記載されたお子さんについてご記入く

ださい。 

②アンケートには、お子さんの身の回りの世話などを主にしている保護者の方がご回答く

ださい。 

③ご回答は、選択肢をお選びいただく場合と、数字などを具体的にご回答いただく場合が

ございます。 

④設問または回答した選択肢によっては、一部の方だけに回答をお願いしている設問があ

ります。その場合は画面に表示される設問に従ってお答えください。 

⑤選択する数については、”（ １つだけ選択）”、”（ あてはまるものすべて選択）”

などの案内がありますので、設問ごとの案内にしたがってください。※選択肢「その

他」を選択した場合、具体的な内容をご記入ください 

 

お子さんとご家族についてお伺いします。 

※調査票における「子育て」「教育」の定義は以下のとおりです。 

・子育て：教育・保育その他の子どもの健やかな成長のために行われる支援 

・教育：問８までにおいては家庭での教育を含めた広い意味、問 9 以降においては幼児

期の学校における教育の意味で用いています。 

必須 

問１ お住まいの地区（小学校区）を教えてください。（1つだけ選択） 

1. 本山地区 2. 赤崎地区 3. 須恵地区 4. 小野田地区 5. 高泊地区 6. 高千帆地区 

7. 有帆地区 8. 厚狭地区 9. 出合地区 10. 厚陽地区 11. 埴生地区 

 

必須 

問２ お子さんの生年月をお聞きします。 

①何年生まれですか。 

1. 2018 年（平成 30 年） 2. 2019 年（令和元年） 3. 2020 年（令和 2 年） 

4. 2021 年（令和 3 年）   5. 2022 年（令和 4 年）  6. 2023 年（令和 5 年） 

7. 2024 年（令和 6 年） 

②何月生まれですか。 

1. 1 月  2. 2 月  3.  3 月  4.   4 月  5.   5 月  6. 6 月  7. 7 月 

8. 8 月  9. 9 月  10. 10 月  11. 11 月  12. 12 月 

 

任意 

問３①お子さんに兄弟姉妹は何人おられますか。お子さんを含めた人数をお答えください。 

また、２人以上おられる場合、末子の生年月を次の設問でお答えください。 

人数を数字で回答 （例：〇〇人（宛名のお子さんを含めた人数）） 
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問３ 末子の生年月をお答えください。 

②何年生まれですか。 

1. 2018 年（平成 30 年） 2. 2019 年（令和元年） 3. 2020 年（令和 2 年） 

4. 2021 年（令和 3 年）  5. 2022 年（令和 4 年） 6. 2023 年（令和 5 年） 

7. 2024 年（令和 6 年） 

③何月生まれですか。 

1. 1 月  2. 2 月  3. 3 月  4. 4 月  5. 5 月  6. 6 月 

7. 7 月  8. 8 月  9. 9 月  10.10 月 11.11 月  12.12 月 
 
必須 

問４ お子さんからみたあなたの続柄は何ですか。（1つだけ選択） 

1. 母親  2. 父親  3. その他（      ） 
 
独自 

問５ あなたの年齢を教えてください。（1つだけ選択） 

1. 10 代  2. 20 代  3. 30 代  4. 40 代  5. 50 代 

6. 60 代  7. 70 歳以上 
 
必須 

問６ あなたに配偶者はいらっしゃいますか。（1つだけ選択） 

1. いる  2. いない 
 

必須 

問７ お子さんの子育て（教育を含む）を主にしている方はどなたですか。（1つだけ選択） 

 ※続柄はお子さんからにみた関係でお答えください。 

1. 父母ともに  2. 主に母親  3. 主に父親  4. 主に祖父母  5. その他 
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お子さんの保護者の就労状況についてうかがいます。 

必須 

問８ 現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をお伺いします。 

①父親、②母親それぞれあてはまる設問をお答えください。 

※家を出る時間と帰宅時間は 24 時間制（分単位を切り捨て）でお答えください。 

 （例：18 時 45 分⇒ 18 時） 

※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況をお答えください。 

※ひとり親家庭の場合は①または②で「７.」をお選びください。 

※フルタイムとは、常勤・非常勤にかかわらず週５日程度かつ１日８時間程度の就労

のこと。 

※パート・アルバイト等 とは、フルタイム以外の就労のこと。 

問８①（１）父親の就労状況 （１つだけ選択） 

※ ひとり家庭の場合は「7.配偶者はいない」を選択してください。 

1. フルタイムで就労している 

2. フルタイムで就労しているが、 産休・育休・介護休業中である 

3. パート・アルバイト等で就労している 

4. パート・アルバイト等で就労しているが、 産休・育休・介護休業中である 

5. 以前は就労していたが、現在は就労していない 

6. これまでに就労したことがない 

7. 配偶者はいない 
 
問 8①で 1～4 を回答した場合 

問８①（２） 就労日数は１週あたり何日ですか。 

例：〇日（1 週当たりの日数） 

問８①（３） 就労時間は１日あたり何時間ですか。 

例：〇〇時間（1 日当たりの就労時間） 

問８①（４） 家を出る平均的な時間は何時ごろですか。 

例：〇〇時（24 時間制でお答えください） 

問８①（５） 平均的な帰宅時間は何時ごろですか。 

例：〇〇時（24 時間制でお答えください） 
 
就労している方にお伺いします。 

問８①-４ 就労先はどちらですか。（1つだけ選択） 

1. 山陽小野田市内  2. 宇部市  3. 下関市  4. 他の市町 
 
問８で「３」または「４」を選択した方にお伺いします。  

問８①-１ フルタイムへの転換希望はありますか。（1つだけ選択） 

1. フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

2. フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

3. パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

4. パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 
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問８で「５」または「６」を選択した方にお伺いします。 

問８-２ 今後の就労希望はありますか。（１つだけ選択） 

※「2.１年より先、一番下の子どもが～」を選択した場合、対象のお子さんの具体的な年

齢もお答えください。 

1. 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

2. 1 年より先、一番下の子どもが 〇〇歳になったころに就労したい 

 具体的な年齢をテキスト入力 

3. すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 
 
問８-２で「２」または「３」を選択した方にうかがいます。 

問８①-３ 就労希望の形態はどのようなものですか。（1つだけ選択） 

1. フルタイム 

2. パートタイム、アルバイト等 
 
「2.パートタイム、アルバイト等」を選択した方にうかがいます。 

問８①-３Ａ 希望する就労日数は１週あたり何日ですか。 

例：週〇日（1 週あたりの日数） 

問８①-３Ｂ 希望する就労時間は１日あたり何時間ですか。 

例：〇時間（1 日あたりの時間） 
 
問８②（1）母親の就労状況（1つだけ選択）  

※ ひとり家庭の場合は「7.配偶者はいない」を選択してください。 

1. フルタイムで就労している 

2. フルタイムで就労しているが、 産休・育休・介護休業中である 

3. パート・アルバイト等で就労している 

4. パート・アルバイト等で就労しているが、 産休・育休・介護休業中である 

5. 以前は就労していたが、現在は就労していない 

6. これまでに就労したことがない 

7. 配偶者はいない 

問８②（２） 就労日数は１週あたり何日ですか。 

例：〇日（1 週当たりの日数） 

問８②（３） 就労時間は１日あたり何時間ですか。 

例：〇〇時間（1 日当たりの就労時間） 

問８②（４） 家を出る平均的な時間は何時ごろですか。 

例：〇〇時（24 時間制でお答えください） 

問８②（５） 平均的な帰宅時間は何時ごろですか。 

例：〇〇時（24 時間制でお答えください） 

就労している方にお伺いします。 

問８②-４ 就労先はどちらですか。（1つだけ選択） 

1. 山陽小野田市内  2. 宇部市  3. 下関市  4. 他の市町 
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問８で「３」または「４」を選択した方にお伺いします。 

問８②-１ フルタイムへの転換希望はありますか。（1つだけ選択） 

1. フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

2. フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

3. パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

4. パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 
 
問８で「５」または「６」を選択した方にお伺いします。 

問８②-２ 今後の就労希望はありますか。（1つだけ選択） 

※「2.１年より先、一番下の子どもが～」を選択した場合、対象のお子さんの具体的な年

齢もお答えください。 

1. 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

2. 1 年より先、一番下の子どもが 〇〇歳になったころに就労したい 

  年数をテキスト入力 

3. すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 
 
問８-２で「２」または「３」を選択した方にうかがいます。 

問８②-３ 就労希望の形態はどのようなものですか。（1つだけ選択） 

1. フルタイム 

2. パートタイム、アルバイト等 
 

「2.パートタイム、アルバイト等」を選択した方にうかがいます。 

問 8②-３Ａ 希望する就労日数は１週あたり何日ですか。 

例：週〇日（1 週あたりの日数） 

問８②-３Ｂ 希望する就労時間は１日あたり何時間ですか。 

例：〇時間（1 日あたりの時間） 
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お子さんの平日の定期的な教育・保育事業の利用状況についてお伺い

します。 
子育て関連施設・支援サービスには下記のようなものがあります。 

※山陽小野田市にはない施設・サービスも含まれます。 

【幼稚園】 
 幼稚園とは、満 3 歳から小学校就学前の幼児を対象に、就学前教育を目的として設置された

学校教育法に基づく教育施設です。子育て支援施設としても重要な機能を担っています。山

陽小野田市には私立幼稚園が５か所、市立幼稚園が１か所あります。 

利用料：各幼稚園によって入園料や保育料は異なります。 
 

【預かり保育（私立幼稚園）】 
 預かり保育とは、幼稚園の通常の就園時間を延長して預かる事業です。延長時間は、幼稚園

によって異なります。 

利用料：各幼稚園によって異なります。 
 

【認可保育所】 
 認可保育所とは、保護者が仕事や病気などの理由により子どもを家庭で保育できない場合に、

子どもを保護者に代わって保育することを目的として設置された児童福祉法に基づく児童福

祉施設です。山陽小野田市には 1６か所（公立保育所３か所、私立保育所 1３か所）の保育

所があります。 

利用料：入所する児童の年齢と、父母の所得税額又は市民税課税状況により決定します。 

3 歳未満：0 円～80,000 円／3 歳以上：0 円 
 

【認定こども園】 
 認定こども園とは、保護者が働いている、いないに関わらず、就学前の子どもに教育・保育

を一体的に提供し、地域における子育て支援を行うことを目的として、都道府県知事が認定

する施設です。 

利用料：入所する児童の年齢と、父母の所得税額又は市民税課税状況により決定します。 

3 歳未満：0 円～80,000 円／3 歳以上：0 円 
 

【小規模な保育施設】 
 小規模な保育施設とは、国が定める最低基準を満たし、市の認可を受けた定員 6～19 人の

小規模な保育施設です。山陽小野田市には１か所の小規模な保育施設があります。 
 

【家庭的保育（保育ママ）】 
 家庭的保育とは、保育士などの資格をもった保育者が、保育者の自宅の居室などを利用して

保育を行う事業です。保育ママとも呼ばれています。 

※現在山陽小野田市にはありません。 
 

【認可外保育所】 
  認可外保育所とは、認可保育所以外の子どもを保育する施設の総称です。その設備や保育料、

保育内容は施設によって異なります。利用する場合は、利用者が直接その施設へ申し込みま

す。山陽小野田市には５か所の認可外保育所があります。 

   利用料：各施設によって異なります。  
 

【ファミリーサポートセンター】 
子育ての援助を受けたい人（依頼会員）と子育ての援助をしたい人（提供会員）が子育てを

助け合う制度です。保育施設などへの送迎や学校の放課後の預かり、買い物など外出時の預か

りなど、さまざまな援助を行っています。電話：0836-82-1212（スマイルキッズ内） 

利用料：平日：1 時間 600 円／土日祝日、平日の早朝・夜間：1 時間 700 円（食事代、

交通費は実費）  
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必須 

問９ お子さんは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を利用していますか。 

（1つだけ選択） 

１. 利用している  2. 利用していない 

 問 ９ で「１」を選択した方にうかがいます。 
 

必須 

問９-１ お子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。  

年間を通じて定期的に利用している事業をお答えください。（あてはまるものすべて選択） 

1. 幼稚園（通常の就園時間の利用） 

2. 幼稚園の預かり保育 （通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用のみ） 

3. 認可保育所（国が定める最低基準に適合した施設で県の認可を受けた定員 20 人以上のもの） 

4. 認定こども園 （幼稚園と保育所の機能を併せ持つ施設） 

5. 小規模な保育施設（市町村の認可を受けた定員が概ね６～19 人のもの） 

6. 家庭的保育（保育ママ）（保護者の家庭等で 5 人以下の子どもを保育する事業） 

※山陽小野田市にはありません 

7. 事業所内保育施設（企業や病院が主に従業員用に運営する施設） 

8. 自治体の認証・認定保育施設（認可保育所ではないが、自治体が認証・認定した施設） 

※山陽小野田市にはありません 

9. その他の認可外の保育施設（認可保育所以外の子どもを保育する施設） 

10. 居宅訪問型保育 （ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育する事業） 

11. ファミリーサポートセンター（会員登録した地域住民が子どもを預かる事業） 

12. その他 テキスト入力 
 

必須 

問９-２ 問９-１で選択した事業ごとに、現在の利用状況と、希望する利用日数等を具体的にお答 

問９-２ えください。 

１週当たり何日、１日当たり何時間（何時から何時まで）かを、具体的な数字でご記入

ください。利用時間は２４時間制でご記入ください。 

①現在の利用日数・時間 

例：週〇日 1 日あたり〇時間 

②現在の利用時間帯 

 例：〇〇時〇〇分～〇〇時〇〇分（利用時間帯を 24 時間制お答えください） 

③希望の利用日数・時間 

 例：週〇日 1 日あたり〇時間 

④希望の利用時間帯 

例：〇〇時〇〇分～〇〇時〇〇分（利用時間帯を 24 時間制お答えください） 
 

任意 

問９-３ 問９-２で選択した事業のうち、主に利用している事業の実施場所はどこですか。 

      （1つだけ選択） 

1. 山陽小野田市内  2. 宇部市  3. 下関市 4. 他の市町 
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問 9 で「２．利用していない」を選択した方にお伺いします。  

任意 

問９-４ 

 利用していない理由は何ですか。（1つだけ選択） 

1. 利用する必要がない 

2. 子どもの祖父母や親戚の人がみている 

3. 利用したいが、保育・教育の事業に空きがない 

4. 利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない 

5. 利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

6. 利用したいが、事業の利用要件（就労要件等）に当てはまらない 

7. 申込みをしているが利用できない 

8. 子どもがまだ小さいため 

9. 医療的ケアが必要なため 

10. その他 （          ） 
 

独自 

問９-５ 山陽小野田市では、公立保育園１園に看護師を配置し、医療的ケアが必要な児童を受

け入れるための体制を整備しています。この制度を利用し、保育を利用したいと思いま

すか。（1つだけ選択） 

1. 利用したい 

2. 利用したいと思わない 
 

問 9 で「２．利用していない」を選択した方のうち、お子さんが 0 歳から 2 歳の方にお

伺いします。お子さんが 3 歳以上の方は問 11 へお進みください。 

新設・独自 

問９-６ 国が検討している「こども誰でも通園制度」が創設された場合、利用したいと思いますか。 

（1つだけ選択） 

※「こども誰でも通園制度」とは、普段、保育所や幼稚園等を利用していない未就園

児が、親が就労していなくても、月一定時間までの利用可能枠の中で自由に保育所

等を利用できる、新たな通園制度です。対象は 0 歳 6 か月から満３歳未満です。 

利用にあたっては、一定の利用料が発生する場合があります。  

1. 定期的に利用したい 

2. 曜日や時間を固定せず利用したい 

3. 利用したいと思わない 

4. わからない 
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お子さんが病気の際の対応についてお伺いします。 

 （平日の教育・保育事業を利用している方のみ） 
平日の定期的な教育・ 保育の事業を利用している方（問９で「１ 利用している」を選択

した方）にお伺いします。 
 

必須 

問１０ この１年間に、お子さんが病気やケガで幼稚園や保育所などが利用できなかったことはあ

りますか。（1つだけ選択） 

1. あった  2. なかった 
 

問 10 で「１．あった」を選択した方にお伺いします。 

必須 

問１０-１ この１年間の対処方法とそれぞれの日数は何日でしたか。あてはまるものすべて選択

し、それぞれの日数をお答えください。 

 ※半日程度についても 1 日としてカウントしてください 
【病児保育とは】 

病気中のために、保育所や幼稚園、小学校での集団生活が困難で、家庭でも仕事の都合など

で保育ができない場合に、子どもを一時的に預かり保育する事業です。山陽小野田市では 2

か所の病児保育所があります。 

【利用料】1 回 2,000 円（初回のみ登録料 1,000 円）※減免制度あり 
 

1. 父親が仕事を休んだ                （  ）日 

2. 母親が仕事を休んだ                （  ）日 

3. （同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった （  ）日 

4. 就労していない保護者が子どもをみた        （  ）日 

5. 病児保育（病児ケアハウス）を利用した       （  ）日 

6. ベビーシッターを利用した             （  ）日 

7. ファミリーサポートセンターを利用した       （  ）日 

8. 仕方なく子どもだけで留守番をさせた        （  ）日 

9. その他（           ）         （  ）日 
 

問 10-1 で「１」または「２」を選択した方にお伺いします。 

必須 

問１０-２ その際、できれば病児保育（病児ケアハウス）を利用したいと思いましたか。 

（1つだけ選択） また、施設を利用したいと思った日数をお答えください。  

※病児保育（病児ケアハウス）の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかり

つけ医の受診が必要となります。 

1. できれば利用したかった    （  ）日 

2. 利用したいとは思わなかった   
 

必須 

問１０-３ 山口県内の市町では近隣市町の病児保育施設を利用できるよう、他市町と協定を締

結しているところですが、それらの施設を利用したいと思いますか。 「１．利用したい」

場合は、具体的な市・町名と１年間の利用希望日数もお答えください。（１つだけ選択） 

1. 利用したい 

2. 利用したいと思わない 
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問 10-3 で「１．利用したい」を選択した方にお伺いします。  

必須 

問１０-３① 利用したい市町をお答えください。 

例：〇〇市 

問１０-３② １年間の利用希望日数をお答えください。 

例：〇〇日 
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お子さんについて、平日・土曜・祝日や長期休暇中の定期的な教育・保

育事業の利用希望をお伺いします。 
 

必須 

問１１ 現在、利用している、利用していないにかかわらず、お子さんの平日の教育・保育の事業

として、今後「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。（あてはまるものすべ

て選択）  

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

1. 幼稚園（私立）（学校法人等が設置している私立幼稚園・通常の就園時間の利用） 

2. 幼稚園（公立）（市が設置している公立幼稚園・通常の就園時間の利用） 

3. 幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業定期的な利用のみ） 

4. 認可保育所（私立）（社会福祉法人等が設置している私立保育園） 

5. 認可保育所（公立）（市が設置している公立保育園） 

6. 認定こども園（幼稚園と保育所の機能を併せ持つ施設） 

7. 小規模な保育施設 

（国が定める最低基準に適合した施設で市の認可を受けた施設・定員６～ 19 人） 

8. 家庭的保育（保育ママ）（保育者の家庭等で５人以下の子どもを保育する事業） 

※山陽小野田市にはありません 

9. 事業所内保育施設（企業や病院が主に従業員用に運営する施設） 

10. その他の認可外の保育施設（認可保育所以外の子どもを保育する施設） 

11. 居宅訪問型保育（ベビーシッター）（保育者が子どもの家庭で保育する事業） 

12. ファミリーサポートセンター（会員登録した地域住民が子どもを預かる事業） 

13. その他（        ） 

利用したい場所（1つだけ選択） 

1. 山陽小野田市内 

2. 他の市町 
 
問 11 で「１．幼稚園（私立）」、「２．幼稚園（公立）」または「３．幼稚園の預か

り保育」を選択し、かつ４～13 も選択した方にお伺いします。 
 

必須 

問１１-１ 特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望

しますか。（1つだけ選択） 

1. はい 

2. いいえ 

独自 

問１１-２ お子さんが利用する施設を選ぶ際に、重視したいことはなんですか。（3個まで） 

1. 教育・保育の方針や内容 

2. 施設環境（設備、園庭等） 

3. 職員（教諭、保育士等）の対応の良さ 

4. 評判・口コミ 

5. 通勤・送迎の便の良さ 
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6. 自宅からの距離 

7. 給食の有無やメニュー 

8. 利用料その他の費用 

9. 保育時間の長さ 

10. 土日・長期休業期間の利用の有無 

11. 公立の施設であること 

12. 私立の施設であること 

13. その他（        ） 
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お子さんの土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利 

用希望についてお伺いします。 
※保育・教育事業とは、幼稚園、保育所、認可外保育施設などの事業を指しますが、

親族・知人による預かりは含みません。 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生する場合があります。 
 

必須 

問１２（１） お子さんについて、土曜日に、定期的な教育・保育事業の利用希望はありますか（一

時的な利用は除きます）。（1つだけ選択） 

1. 利用する必要はない 

2. ほぼ毎週利用したい 

3. 月に１～２回利用したい 

問１２（１）① 希望する利用時間帯を２４時間制でお答えください。 

例：〇〇時〇〇分から〇〇時〇〇分まで 

問１２（２） お子さんについて、日曜日・祝日に、定期的な教育・保育事業の利用希望はあります 

か（一時的な利用は除きます）。（1つだけ選択） 

1. 利用する必要はない 

2. ほぼ毎週利用したい 

3. 月に１～２回利用したい 

問１２（２）① 希望する利用時間帯を２４時間制でお答えください。 

例：〇〇時〇〇分から〇〇時〇〇分まで 

 

現在、幼稚園を利用している方にお伺いします。利用していない方は、問 14 にお進み

ください。 
 

必須 

問１３ お子さんについて、夏休み・冬休みなど長期休業期間中の預かり保育の利用希望はあり

ますか。  

※預かり保育には、利用料が必要です。 

1. 利用する必要はない 

2. 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい 

3. 休みの期間中、週に数日利用したい 

問１３① 希望する利用時間帯を２４時間制でお答えください。 

例：〇〇時〇〇分から〇〇時〇〇分まで 
 

独自 

問１４ 家庭での保育を継続する、あるいは家庭保育に切り替える条件として必要と思われること

は何ですか。（あてはまるものすべて選択） 

11. 家族の協力（配偶者・祖父母） 

12. 子育てに対する勤務先の理解 

13. 在宅で行える仕事 

14. 急に必要になった場合の預け先 

15. 病児・病後児の預かり 

16. 施設ではなく訪問で提供される保育 
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17. 地域住民による保育サービス 

18. 地域やご近所の理解 

19. 公園、子育てひろばなど子どもと過ごせる場所の充実 

10. 祖父母のための介護サービスの充実 

11. いざという時の相談先 

12. その他（       ） 
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お子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用

についてお伺いします。 
 

必須 

問１５ お子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事 

業はありますか。（あてはまるものすべて選択） １年間の利用日数（おおよそ）もお答えくだ

さい。 
【一時預かり（認可保育所）とは】 

保護者の仕事や病気、冠婚葬祭、私的な理由などで、子どもの面倒を見ることができない場

合に一時的な保育を行う事業です。（1 か月に 12 日を限度）山陽小野田市では公立保育園

３か所、私立保育園 6 か所で実施しています。 

【利用料】1 日 1,800 円（4 時間以内 900 円） 

【子育て短期支援事業（トワイライトステイ）とは】 

保護者が仕事などの理由により帰宅が夜間になるため、家庭での養育が困難となる子どもを、

児童養護施設で預かる事業です。 

【利用料】日額 300 円（宿泊の場合は 300 円追加）※減免制度あり 

 

1. 一時預かり（保育所で一時的に子どもを保育する事業）  （  ）日 

2. 幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業［不定期の利用のみ］） 

（  ）日 

3. ファミリー・サポート・センター（会員登録をした地域住民が子どもを預かる事業） 

（  ）日 

4. トワイライトステイ（子育て短期支援事業）（児童養護施設等で休日・夜間に子どもを

預かる事業）        （  ）日 

5. ベビーシッター    （  ）日 

6. その他（      ）（  ）日 

7. 利用していない 
 

必須 

問１６ お子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、問 １５のような事業を

利用する必要がありますか。（1つだけ選択） 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

1. 利用したい 

2. 利用する必要はない 

 

問 16 で「1.利用したい」を選択した方に伺います。  

問１６（１） 利用したい目的を選択し、必要な日数もお答えください。（いくつでも） 

1. 私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレッシュ目的 

（  ）日 

2. 冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院など （  ）日 

3. 不定期の就労         （  ）日 

4. その他（         ） （  ）日 
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必須 

問１７ 宛名のお子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育

児疲れや育児不安、病気など）により、泊まりがけで家族以外に預ける必要がありますか。

その際、短期入所生活援助事業（ショートステイ）（児童養護施設等で一定期間、子どもを

保護する事業）を利用したいですか。（1つだけ選択） 
なお事業の利用に当たっては、一定の利用料がかかります。 

1. 利用したい 

2. 利用する必要はない 

 

問 17 で「1.利用したい」を選択した方に伺います。  

問１７（１）利用したい目的を選択し、必要な日数もお答えください。（いくつでも） 

1. 冠婚葬祭           （  ）泊 

2. 保護者や家族の育児疲れ・不安 （  ）泊 

3. 保護者や家族の病気      （  ）泊 

4. その他（         ） （  ）泊 
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お子さんが５歳以上である方に、小学校就学後の放課後の過ごし方につ

いてお伺いします。 

 
お子さんの年齢は５歳以上ですか。 

1. はい 

2. いいえ 
 
お子さんの年齢が５歳以上の方にお伺いします。  
 

必須 

問１８ お子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）

の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。（あてはまるものすべて選択）  

問 18 併せて、週当たりの日数を数字でご記入ください。  

※ 放課後児童クラブを希望する場合は、利用時間も 24 時間制でお答えください。  

【放課後児童クラブとは】 

保護者の就労などにより、放課後（平日・土曜日）や長期休業期間（夏休みほか）に児童の

世話ができない家庭を対象に、小学生の児童を児童館や学校の空き教室で預かり、指導員の

下で集団での遊びを通して児童の健全育成を図る事業です。 

山陽小野田市では、12 の小学校区すべてで児童クラブを開設しています。  

【利用料】（基本分）月額 3,000 円 （加算分：８月利用のみ）月額１,000 円  

※ 基本分・加算分とも減免制度あり （おやつ代：月額 1,500 円、傷害保険料：年額

800 円が別途必要です）  

【放課後子ども教室とは】 

放課後に学校施設を利用して、地域の方々の参画を得て、子どもたちに学習・スポーツ・地

域交流活動などの機会を提供する事業です。 

【児童館とは】 

地域の子どもたちに健全な遊びを提供し、健康増進・情操教育を目的とする施設で、専門の

指導員が遊びなどを通じて子どもの成長を支援します。 児童館は、地域の子どもたちが誰で

も自由に遊びに行くことができ、季節のイベントや毎月の行事・教室・クラブ活動に参加で

きます。また、放課後児童クラブを併設するとともに、地域活動組織の拠点施設となってい

ます。山陽小野田市には６か所の児童館があります。 【利用料】無料（クラブ活動、行事に

よっては材料費などが必要な場合があります）  

1. 自宅             週（  ）日くらい 

2. 祖父母や友人・知人宅     週（  ）日くらい 

3. 習い事            週（  ）日くらい 

4. 放課後児童クラブ       週（  ）日くらい 

5. 放課後子ども教室       週（  ）日くらい 

6. 児童館            週（  ）日くらい 

7. ファミリーサポートセンター  週（  ）日くらい 

8. その他（公園など）      週（  ）日くらい 
 
問１８① 【放課後児童クラブ】利用時間を２４時間制でお答えください。 

例：（下校時から）〇〇時まで 
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必須 

問１９ お子さんについて、小学校高学年（４～６年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）

の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。（あてはまるものすべて選択）  

問１９ 併せて、週当たりの日数を数字でご記入ください。 
※放課後児童クラブを希望する場合は、利用時間も 24 時間制でお答えください。 

※だいぶ先のことになりますが、現在お持ちのイメージでお答えください。 

1. 自宅             週（  ）日くらい 

2. 祖父母や友人・知人宅     週（  ）日くらい 

3. 習い事            週（  ）日くらい 

4. 放課後児童クラブ       週（  ）日くらい 

5. 放課後子ども教室       週（  ）日くらい 

6. 児童館            週（  ）日くらい 

7. ファミリーサポートセンター  週（  ）日くらい 

8. その他（公園など）      週（  ）日くらい 
 
問１９① 【放課後児童クラブ】利用時間を２４時間制でお答えください。 

例：（下校時から）〇〇時まで 
 
問１８または問１９で「４．放課後児童クラブ」を選択した方にお伺いします。  

任意 

問２０（１） お子さんについて、土曜日に、放課後児童クラブの利用希望はありますか。 

（1つだけ選択） 

1. 利用する必要はない 

2. 低学年（１～３年生）の間は利用したい 

3. 高学年（４～６年生）になっても利用したい 

問２０（１）① 希望する利用時間帯を２４時間制でお答えください。 

例：〇〇時〇〇分から〇〇時〇〇分まで 
 
任意 

問２０（２） お子さんについて、日曜・祝日に、放課後児童クラブの利用希望はありますか。 

（1つだけ選択） 

1. 利用する必要はない 

2. 低学年（１～３年生）の間は利用したい 

3. 高学年（４～６年生）になっても利用したい 

問２０（２）① 希望する利用時間帯を２４時間制でお答えください。 

例：〇〇時〇〇分から〇〇時〇〇分まで 
 
任意 

問２０（３） お子さんについて、夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中に、放課後児童クラブ

の利用希望はありますか。（1つだけ選択） 

1. 利用する必要はない 

2. 低学年（１～３年生）の間は利用したい 

3. 高学年（４～６年生）になっても利用したい 

問２０（３）① 希望する利用時間帯を２４時間制でお答えください。 

例：〇〇時〇〇分から〇〇時〇〇分まで 
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育児休業の取得状況についてお伺いします。 
 
任意 

問２１ お子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。 

問２１ ①母親、②父親それぞれあてはまる設問をお答えください。 
※お子さんが生まれた時、ひとり親家庭だった場合は、「４.」を選択してください。 

※取得していない場合は、次の設問で理由を３つまで選択してください。 

問２１① 母親の育児休業（1つだけ選択） 

※取得した（取得中である）場合は、取得期間をお答えください。 

1. 働いていなかった 

2. 取得した（取得中である） 取得期間（      ） 

3. 取得していない 

4. 配偶者はいなかった 

問２１-１① 取得していない理由をお答えください。（３個まで） 

11. 職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

12. 仕事が忙しかった 

13. （産休後に）仕事に早く復帰したかった 

14. 仕事に戻るのが難しそうだった 

15. 昇給・昇格などが遅れそうだった 

16. 収入減となり、経済的に苦しくなる 

17. 保育所などに預けることができた 

18. 配偶者が育児休業制度を利用した 

19. 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

10. 子育てや家事に専念するため退職した 

11. 職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

12. 有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

13. 育児休業を取得できることを知らなかった 

14. 産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した 

15. その他 （               ） 
 
任意 

問２２① 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。（1つだけ選択） 

1.育児休業取得後、職場に復帰した 

2.現在も育児休業中である 

3.育児休業中に離職した 
 
問２２-１① 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入園に合わせたタイミング

でしたか。あるいはそれ以外でしたか。（1つだけ選択） 

 ※年度初めでの入園を希望して復帰したが、実際には希望する保育所に入園できなかったとい

う場合も「１」を選択してください。 

1.年度初めの入園に合わせたタイミングだった 

2.それ以外だった 
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問２２-２（１）① 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。 

例：〇歳〇〇ヶ月 

問２２-２（２）① お勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何ヶ月のときまで取りたかったで

すか。 

例：〇歳〇〇ヶ月 

 

問２２-２で希望より「早く復帰」した方に伺います。 

該当しない方は問２２-３（２）へお進みください。 
 
任意 

問２２-３（１）① 希望の時期に職場復帰しなかった理由はなんですか。（いくつでも） 

1.希望する保育所に入園するため 

2.配偶者や家族の希望があったため 

3.経済的な理由で早く復帰する必要があった 

4.人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 

5.その他 （          ） 
 
問２２-２で希望より「遅く復帰」した方に伺います。該当しない方は問２１②へお進み

ください。 

問２２-３（２）① 希望の時期に職場復帰しなかった理由はなんですか。（いくつでも） 

1.希望する保育所に入れなかったため 

2.自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため 

3.家族や配偶者の希望があったため 

4.職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 

5.子どもをみてくれる人がいなかったため 

6.その他 （          ） 
 
問２２①で２.現在も育児休業中である を選択した方に伺います。 

問２２-４① お子さんが１歳になったときに必ず利用できる保育所等があれば、１歳になるまで育

児休業を取得しますか。または、預けられる保育所等があっても１歳になる前に復帰

しますか。（1つだけ選択） 

1.１歳になるまで育児休業を取得したい 

2.１歳になる前に復帰したい 
 
任意 

問２１② 父親の育児休業（1つだけ選択） 

 ※取得した（取得中である）場合は、取得期間をお答えください。 

1. 働いていなかった 

2. 取得した（取得中である） 取得期間（      ） 

3. 取得していない 

4. 配偶者はいなかった 

任意 

問２３② 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。（1つだけ選択） 

1.育児休業取得後、職場に復帰した 
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2.現在も育児休業中である 

3.育児休業中に離職した 

任意 

問２３-１① 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入園に合わせたタイミング

でしたか。あるいはそれ以外でしたか。（1つだけ選択） 

 ※年度初めでの入園を希望して復帰したが、実際には希望する保育所に入園できなかったとい

う場合も「１」を選択してください。 

1.年度初めの入園に合わせたタイミングだった 

2.それ以外だった 
 
任意 

問２３-２（１）① 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。 

例：〇歳〇〇ヶ月 

問２３-２（２）① お勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何ヶ月のときまで取りたかったで

すか。 

例：〇歳〇〇ヶ月 

 

問２３-２で希望より「早く復帰」した方に伺います。該当しない方は問２３-３（２）

へお進みください。 

任意 

問２３-３（１）① 希望の時期に職場復帰しなかった理由はなんですか。（いくつでも） 

1.希望する保育所に入園するため 

2.配偶者や家族の希望があったため 

3.経済的な理由で早く復帰する必要があった 

4.人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 

5.その他 （          ） 

 

問２３-２で希望より「遅く復帰」した方に伺います。該当しない方は問２４へお進みく

ださい。 

問２３-３（２）② 希望の時期に職場復帰しなかった理由はなんですか。（いくつでも） 

1.希望する保育所に入れなかったため 

2.自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため 

3.家族や配偶者の希望があったため 

4.職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 

5.子どもをみてくれる人がいなかったため 

6.その他 （          ） 
 
問２３-４② お子さんが１歳になったときに必ず利用できる保育所等があれば、１歳になるまで育

児休業を取得しますか。または、預けられる保育所等があっても１歳になる前に復帰

しますか。（1つだけ選択） 

1.１歳になるまで育児休業を取得したい 

2.１歳になる前に復帰したい 
 
任意 
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問２１-１② 取得していない理由をお答えください。（３個まで） 

11. 職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

12. 仕事が忙しかった 

13. （産休後に）仕事に早く復帰したかった 

14. 仕事に戻るのが難しそうだった 

15. 昇給・昇格などが遅れそうだった 

16. 収入減となり、経済的に苦しくなる 

17. 保育所などに預けることができた 

18. 配偶者が育児休業制度を利用した 

19. 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

10. 子育てや家事に専念するため退職した 

11. 職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

12. 有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

13. 育児休業を取得できることを知らなかった 

14. 産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した 

15. その他 （               ） 
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山陽小野田市の子育てサービスについての認知状況、利用状況につい

てお伺いします。 
子育て支援サービスには下記のようなものがあります。 

【地域子育て支援センター】 

地域の子育て支援の拠点として、子育て中の親子の交流や育児相談、園庭開放、子育てサー

クルなど、いつでも気軽に利用できる地域に開かれた子育ての広場です。  山陽小野田市で

は私立保育所３か所とスマイルキッズで開設しています。 

【利用料】センターによっておやつ代など（数百円程度）の負担があります。 

【家庭児童相談】 

家庭における問題や人間関係、子どもの養育について不安や悩み等でお困りの方の相談窓口

です。児童虐待が疑わしい場合などの通報先でもあります。 電話：0836-82-2527（ス

マイルキッズ内）（水曜日を除く月～土 8：30～17：15） ＊水曜日は 0836-82-

1175 

【子育て短期支援事業（ショートステイ）】 

保護者が病気や出産、出張などのため、子どもの養育が一時的に困難になった場合などに、

児童養護施設で一定期間（7 日以内）預かる事業です。 【利用料】2 歳未満児：日額

2,880 円／2 歳以上児：日額 1,570 円 ※減免制度あり 

【子育て支援アプリ「ここなびさんようおのだ」】 

山陽小野田市が提供する子育て支援アプリです。お子さんの成長記録や育児日記、予防接種

スケジュール管理をはじめ、山陽小野田市の妊娠・子育てに関する情報やイベント情報のほ

か、アプリによるプッシュ配信を活用した情報発信で、さまざまな情報を子育て家庭へ発信

しています。 

URL：https://www.city.sanyo-onoda.lg.jp/soshiki/20/kokonabi.html 

【子育てコンシェルジュ】 

子育て専門支援員が、子育て中のお母さんたちや子育てに関係する皆さんの様々な声を聴き、

子育ての応援・お手伝いをします。  電話：0836-82-2525（スマイルキッズ内） 

【子育て世代包括支援センター・ココシエ】 

妊娠期から子育て期にわたるまでの様々なニーズに総合的相談支援を提供する子育てのワン

ストップ拠点です。  電話：0836-82-2526（スマイルキッズ内） 

【子育て総合支援センター（スマイルキッズ）】 

子育てに関する相談助言、情報提供や交流促進等について、妊娠期から切れ目なく提供する

子育て支援の拠点施設です。子育て世代の不安や負担感を緩和し、子どもたちの健やかな成

長を支援します。 電話：0836-82-2525 

【子育てワンストップービス】 

子育てワンストップサービスとは、マイナンバーカードを用いて国が運営するマイナポータ

ルを活用し、自宅のパソコンやスマホから各種手続きができる行政サービスのことです。 
 
任意 

問２４Ａ 次のサービスを知っていますか。（いくつでも） 

11.保健センターの育児相談・育児講座 

12.保育園一時預かり事業 

13.私立幼稚園の未就園児を対象とした子育て支援事業 

14.保育園や幼稚園の園庭等の開放 

15.育児サークル 

16.病児保育 

17.子育て短期支援事業（ショートステ イ、トワイライトステイ） 

18.子育て支援アプリ「ここなびさんようおのだ」 
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19.子育てコンシェルジュ 

10.子育て世代包括支援センター・ココシエ 

11.子育て総合支援センター（スマイルキッズ） 

12.子育てワンストップサービス 
 
問２４Ｂ 利用したことのあるサービスはありますか。（いくつでも） 

11.保健センターの育児相談・育児講座 

12.保育園一時預かり事業 

13.私立幼稚園の未就園児を対象とした子育て支援事業 

14.保育園や幼稚園の園庭等の開放 

15.育児サークル 

16.病児保育 

17.子育て短期支援事業（ショートステ イ、トワイライトステイ） 

18.子育て支援アプリ「ここなびさんようおのだ」 

19.子育てコンシェルジュ 

10.子育て世代包括支援センター・ココシエ 

11.子育て総合支援センター（スマイルキッズ） 

12.子育てワンストップサービス 
 
問２４Ｃ 今後、利用したいサービスはありますか。（いくつでも） 

11.保健センターの育児相談・育児講座 

12.保育園一時預かり事業 

13.私立幼稚園の未就園児を対象とした子育て支援事業 

14.保育園や幼稚園の園庭等の開放 

15.育児サークル 

16.病児保育 

17.子育て短期支援事業（ショートステ イ、トワイライトステイ） 

18.子育て支援アプリ「ここなびさんようおのだ」 

19.子育てコンシェルジュ 

10.子育て世代包括支援センター・ココシエ 

11.子育て総合支援センター（スマイルキッズ） 

12.子育てワンストップサービス 

 

独自 

問２４-１ 山陽小野田市では、「子育ていいね！スマイルシティさんようおのだ～産んで安心育て

て安心～」 というキャッチフレーズを策定し、妊娠・出産から子育て期まで、切れ目の

ない寄り添い支援に力を入れて取り組んでいます。このキャッチフレーズを聞いたこと

がありますか。（1つだけ選択） 

1.聞いたことがある 

2.聞いたことがない 
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ファミリーサポートセンターの利用状況についてお伺いします。 
独自 

問２５ 「山陽小野田市ファミリーサポートセンター」を利用したことがありますか。（1つだけ選択） 

1.ある 

2.会員登録はしているが、利用したことはない 

3.知っているが、利用したことはない 

4.知らなかった 

 

問２５で「２」または「３」を選択した方にお伺いします。 

問２５-１ 利用していない理由は何ですか。（いくつでも） 

1.利用料が高いから 

2.登録制になっているから 

3.急に利用しにくいから 

4.しくみがよく分からないから 

5.提供会員に預けるのが不安だから 

6.当面利用する必要がなかったから 

7.その他 （          ） 

 

お子さんの地域の子育て支援事業の利用状況についてお伺いします。 
必須 

問２６ お子さんは現在、地域子育て支援センターを利用していますか。（1つだけ選択） 

問２６ 利用している場合は、おおよその 1 ヵ月あたりの利用回数（頻度）をお答えください。 

1.利用している  （   ）回 

2.利用していない 
 
問２６で「２．利用していない」を選択した方にお伺いします。 

独自 

問２６-１ 利用したことがない理由はどのようなことですか。（1つだけ選択） 

1.普段は幼稚園や保育所などに通わせているため必要ない 

2.地域子育て支援センターを知らない 

3.地域子育て支援センターの利用方法がわからないから 

4.自宅から遠いから 

5.仲間に入れるかどうか不安 

6.忙しいから（時間がないから） 

7.その他 （        ） 

8.特に理由はない 
 

必須 

問２７ 地域子育て支援センターについて、現在は利用していないができれば今後利用したい、あ

るいは利用頻度を増やしたいと思いますか。（1つだけ選択） 

問２７ また、希望するおおよその 1か月あたりの利用回数（頻度）をお答えください。  
※地域子育て支援センターによって、おやつ代などの負担があります。 
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1.利用していないが、今後利用したい   （   ）回 

2.すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい   （   ）回 

3.新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 
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子育て支援全般についてお伺いします。 
独自 

問２８ 子育て支援サービスに関する情報は、どこから入手できるとよいと思いますか。 

問２８ （いくつでも） 

1.広報さんようおのだ 

2.市のホームページ 

3.子育て支援アプリ「ここなびさんようおのだ」 

4.市役所や保健センターの窓口 

5.健診などで配られるパンフレット 

6.自治会の回覧板 

7.保育園や幼稚園のお便り 

8.テレビ・ラジオ・新聞 

9.その他 （           ） 
 
独自 

問２９ お子さんを含めた小学校就学前のお子さんの子育てに関して、どのような情報提供や相

談、支援を受けたいと思いますか。（いくつでも） 

1.幼稚園・保育所などへの入園・入所等（事業内容、手続き、空き情報など） 

2.子育ての方法（コミュニケーション、食事、しつけなど） 

3.子どもの心身の健康や発達 

4.子どもの生活習慣や遊び方 

5.子育て中の保護者同士の仲間づくり 

6.（妊娠期を含めた）母親の心身の健康 

7.妊娠期から育児期の父親による子育て 

8.地域の子育て支援サービスの情報・紹介 

9.その他 テキスト入力 
 
独自 

問３０ 山陽小野田市は子育てしやすいまちだと思いますか。（1つだけ選択） 

1.そう思う 

2.どちらかというとそう思う 

3.どちらかというとそう思わない 

4.そう思わない 
 
独自 

問３１（１） 山陽小野田市の子育て支援策についての「満足度」をお知らせください。 

次の施策について、どの程度満足していますか。それぞれの項目についてあてはまるものを選択し

てください。 

問３１（１） ①児童手当などの経済的支援策（1つだけ選択） 

1.満足   2.ほぼ満足   3.普通   4.やや不満   5.不満 

問３１（１） ②乳幼児・ひとり親家庭医療費の助成制度（1つだけ選択） 

1.満足   2.ほぼ満足   3.普通   4.やや不満   5.不満 
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問３１（１） ③子ども医療費の助成制度（１つだけ選択） 

1.満足   2.ほぼ満足   3.普通   4.やや不満   5.不満 

問３１（１） ④保育園、幼稚園などの保育・教育施設の整備状況（１つだけ選択） 

1.満足   2.ほぼ満足   3.普通   4.やや不満   5.不満 

問３１（１） ⑤保育料など保育サービスの利用料（１つだけ選択） 

1.満足   2.ほぼ満足   3.普通   4.やや不満   5.不満 

問３１（１） ⑥一時的に子どもを預けられる保育サービス（１つだけ選択） 

1.満足   2.ほぼ満足   3.普通   4.やや不満   5.不満 

問３１（１） ⑦子育てに関する相談窓口（１つだけ選択） 

1.満足   2.ほぼ満足   3.普通   4.やや不満   5.不満 

問３１（１） ⑧子育て支援サービスに関する情報提供（１つだけ選択） 

1.満足   2.ほぼ満足   3.普通   4.やや不満   5.不満 

問３１（１） ⑨親子で安心して遊べる場所（１つだけ選択） 

1.満足   2.ほぼ満足   3.普通   4.やや不満   5.不満 

問３１（１） ⑩ひとり親家庭のためのサポート（１つだけ選択） 

1.満足   2.ほぼ満足   3.普通   4.やや不満   5.不満 
 
独自 

問３１（２） 山陽小野田市の子育て支援策についての「重要度」をお知らせください。 

次の施策について、どの程度重視していますか。それぞれの項目についてあてはまるものを選択し

てください。 

問３１（２） ①児童手当などの経済的支援策（１つだけ選択） 

1.重要   2.やや重要   3.普通   4.あまり重要でない   5.重要でない 

問３１（２） ②乳幼児・ひとり親家庭医療費の助成制度（１つだけ選択） 

1.重要   2.やや重要   3.普通   4.あまり重要でない   5.重要でない 

問３１（２） ③子ども医療費の助成制度（１つだけ選択） 

1.重要   2.やや重要   3.普通   4.あまり重要でない   5.重要でない 

問３１（２） ④保育園、幼稚園などの保育・教育施設の整備状況（１つだけ選択） 

1.重要   2.やや重要   3.普通   4.あまり重要でない   5.重要でない 

問３１（２） ⑤保育料など保育サービスの利用料（１つだけ選択） 

1.重要   2.やや重要   3.普通   4.あまり重要でない   5.重要でない 

問３１（２） ⑥一時的に子どもを預けられる保育サービス（１つだけ選択） 

1.重要   2.やや重要   3.普通   4.あまり重要でない   5.重要でない 

問３１（２） ⑦子育てに関する相談窓口（１つだけ選択） 

1.重要   2.やや重要   3.普通   4.あまり重要でない   5.重要でない 

問３１（２） ⑧子育て支援サービスに関する情報提供（１つだけ選択） 

1.重要   2.やや重要   3.普通   4.あまり重要でない   5.重要でない 

問３１（２） ⑨親子で安心して遊べる場所（１つだけ選択） 

1.重要   2.やや重要   3.普通   4.あまり重要でない   5.重要でない 

問３１（２） ⑩ひとり親家庭のためのサポート（１つだけ選択） 

1.重要   2.やや重要   3.普通   4.あまり重要でない   5.重要でない 

 

問３２ 山陽小野田市の子育て支援に関するご意見やご感想などをご自由にお書きください。 

ご意見やご感想などご自由にお書きください。 


